
琉阜大学附属図書館報

v' ，S4 "J お

VOL. 12 NO.2 The Uni唱団ityof the Ryukyus Library Bulletin 1979. 11. ¥0 

昭和53年度大型資料購入一覧案内

下記白リストは，昨年置の文部省から¢特別配分予算による28大学で購入された全国共Ii:'iH同1mを倒的

とした大型百科闇45点である。

E利用して下さいますようお知らせいたします。

大型炉名 図・資斜名

lt侮滋 ポリ ス スヴァーリ y コレク ν園ン

18世紀ロゾ7研究震

英 ー独仏錯によるソ迎東欧研究コレク

ション

'1崎商科 フランス革命期刊行文書信および研究省コレ

クジョン

ヨl 前経済学古典コレクシaン

東 北ハンサード英国議会討蛤報告

米国政府刊行物鑓会飯事録

福 島 19一四世紀ロシア ソピエト尉究

筑 談 ・心理学.I青柳街竿曾コレクシ，ン

勾 玉 ドイツ帝国統計轡

千 簸 ドイア場会101収録fよりぴ1'101会資料

東 京マザラン誌コレクシ四ン

7ラプ文化 アラプ?研究コレクシ四ン

オーストラリア総合法令梨l. ~判例集体系

〈連邦・各州〉

4ンドネシア関係文献マイクロフイッシュ

東京外l?i'7ラピア現代史料

プラグルコレクゾヨン

東京学芸 ドイ地育学J崎

東京芸術 .n楽学管位輸文集

東京商船.rキ+ラパンマリタイムプックスJコレクシ

.ン

JI!清水鹿 チャレンジャー号探検記

ー 編 ・フランス経済学コレク γaン

金 沢 ーフランス法移判例コレクション

名古鼠 フランス，官報及び自民事録

ハンサード英国両院窓会緩録

e インド立法網係史科集

愛知数背 コロンピア大学教育学箪曾

京 /l1I.アイルラ Y ド大学出版局英国損金資料γ リ

ーズ

フランス国民議会損事録

ドイツ帝国誠会議事録

ー国立中央図書館害警本漢篇

e イタリ 7史箆



大 阪・アメリカ政府所蔵日本国政文書，外務省，

内務省，法務省

・中国方志叢書

神 戸・ロシア・ソ連で出版された日本関係文献

-合衆国議会公聴会記録

岡 山・ドイツ帝国統計書

広 島・ハンサード英国議会討論報告

・戦争と平和に関する文献目録

香 川・ニューヨーク証券取引所上場会社年次営業

報告書

福岡教育・英国教育史研究資料

九 州・故シャノレノレ・ベラ教授旧蔵書

・ドイツ連邦議会「戦後分J議事録

九州芸術・ロイド・モーガン教授建築学関係コレクシ
工科

ョン

熊 本・英国議会報告書 1801年一1899年

工学部図書室の開室

附属図書館では工学部の新キャンパスへの移転にともない，教官，学生の教育研究に十分対応できる

ようかねてより準備をすすめていたがとの程工学部棟内 517号室 (97nf)に図書室を開設，10月22日(月)

からサービスを開始した。

開閉時間は月~金， 08: 30-17 : 00まで， (土曜日は12: 30まで)

資料は工学関係図書約4，900冊(パックナンバーを含む)，新着雑誌 202種が開架され，資料の利用を

待っている。

また貸出冊数は2冊10日間(雑誌類，参考図書等は除く)で従来どうりである。

農学部図書室 4月 2日(月)開室

農学部は去った 4月2日より新キャンパスで講議を始め，諸業務が行われているが附属図書館では図

書室も同時に開設，サービスを行って今日に至っている。資料は農学関係図書約4，200冊(パックナンバー

を含む)，新着雑誌 242種が排架され，利用されている。

開閉時間，貸出等については工学部図書室と同様である。

文部省配当共同利用外国雑誌(自然科学系)追加リスト

昭和52年度から引き続いて文部省配当予算lとより， 27種を購入しておりましたが，今年度は 300万円

の配当があり，従来より 140万円の増額になったので次の通り30種を追加購入する乙とになりました。

1. American J. of Science(A) 

2. Animal Behaviour (E) 

3. Chemical Geology (H) 

4. Chemische Berichte (G) 

5. Clays and Clay Minerals (A) 

6. Coastal Engineering (E) 

7. Deutsche Hydrographische Zeitschrift (G) 

8. European J. of Biochemistry (G) 

9. Food Service Marketing (A) 

10. Geophysics (A) 

11. Heating， Piping and Air Conditioning(A) 

12. Heating and Ventilating Engineer (E) 

13. International J. of Man-Machine 

Studies (E) 
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14. International J. of Solids and 

Structures (E) 

15. J. of Chemical Ecology (A) 

16. J. of Crystel Growth (H) 

17. J. of Food Process Engineering (A) 

18. J. of Physiology (E) 

19. J. of Texture Studies (A) 

20. Lancet (E) 

21. Lithos (N) 

22. Materials Performance (A) 

23. Materiax et Constructions (F) 

24. Mathematical Biosciences (A) 

25. N aturwissenschaften (G) 

26. Proc. of Royal Society of London， 



Sec. B. (E) 29. Underground Space (E) 

27. Review of Scientific Instruments (A) 30. Wear (S) 

28. Soviet Technical Physics Letters (A) 

昭和54年度九州地区国立学校等係長研修に参加して

10月の北九州はさすがに朝晩の空気も気持よく，私ども南国の人聞にはしのぎよいはだざわりであっ

Tこ。

「玄海の家」一福岡県立少年自然の家ーは.冬はかの荒波で有名な玄海灘lζ面した宗像郡玄海町神湊

の弓なりのさっき松原の近くの海に近い松林にあり，最近の著しい都市化・工業化の進展を思う時にす

ばらしい自然環境の場所に位置していた。また乙の周辺は玄海国立公園で，美しい白砂と松原が続いて

おり，玄海灘には北は地の島から大島，勝島と連なり景勝の地でも有名である。

研修は 2日から 5日までの 3泊 4日間で，北は北九州市から南は沖縄までの国立の大学，工専，青年

の家，及び少年自然、の家等の72人の各係長の参加をえて「玄海の家」で行われた。

研修の内容は次のとおりであった。

第 1日目:①リーダーシップについて，②中間管理者のあり方について。

第2日目:①大学行政上の諸問題について，@人事管理上の諸問題について，③職場における新しい

人間関係，④壮年期における健康体力づくり。

第3日目:①火野葦平の人と文学，②野外活動。

最終日:日本人文化における人間関係について。

等の研修が行われたが，その聞に上記テーマに関連した係長職としての対処策や，人間関係について

の各班(受講者72人を 3班にわけ.それぞれに司会者，記録，観察者，助言者等で構成)ごとのゼミナー

ルがひらかれ，最終日 l乙全体討議がもたれた。また夜のプログラムは最初の晩が懇親会，次の晩が各室

(10人ず‘つの 7班に分宿した)対抗の体力づくりのバレーボール大会が催され，最後の晩が各室別の自

由懇談で楽しいひとときを過ごした。

研修のおもなものについて述べると，

第 1P::財政危機による人減らしの乙とであった。御承知のように総定員法(国家公務員50万6千人)

による定員削減については第 1次の昭和42年に始まり，第 4次までに相当数の職員が減らされたそうで

ある。

財政破綻の背景lとは今日国家財政の約40%が国公債の発行にたよっているといわれ，その額は約15兆

億円にもなり，その中身は道路や，建物等財産として残る建設国債が約 7兆億，米の購入等消費lと使わ

れる特例国債が残り 8兆億に達するという。

高令者社会iとともなう定年制の導入及び年金の引き上げ等も論議されている。現在国の財政は赤字に

よって殆んどがまかなわれているとの乙とであり，乙のようなきびしい状況下にあって今後徹底した集

約化及び省力化等業務の再検討をはからなければならないだろう。

次l乙リーダーシップについて。

今日の社会は複雑で多様化の社会であるといわれているが乙のような時代にあっては何人といえども

集団(組織)の 1員からのがれる乙とはできない。

人間は乙の世lζ生をうけると同時に家族集団にはいり，学校集団，職場集団と移行していくがそのほ

かに政治集団，宗教集団等にもいやおうなしに組み込まれるようになる。

集団(グループ)には色々の特性があるが大きな柱は相互に共通するもので依存しあっている乙とで

はないかと思う。乙れらの集団はリードする者と，される者とにわけられるがリーダーシップを発揮す
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るにはリーダーの指導性(能力，性格そのほか等)を備えている乙とは勿論のこと，そのグループの特

性をよくはあくし，すべての構成員がリーダーのつもり(全員リーダ一説)で業務を遂行していく乙と

が重要であると強調された。また一方ではリーダーと構成員との聞に心理的距離をおく必要があること

もつけ加えられた。

最後に中間管理者のあり方について。

実は今度の係長研修の宿題は「係長の心構え」という乙とについてだったが中間管理者はピラミッド

にたとえるとトップとボトムの中聞に位置し，課長から係長クラスまでの乙とになる。

係長は上司である課長を補佐しながら部下である係員の指導監督にあたらねばならないことはいうま

でもない。中間管理者は単に上意下達，下意上達だけではなく主体性をもち，部下の特性を見きわめた

うえでその人の能力をひきだし適材適所であたらなければならない。また中間管理者は日常業務を通じ

て代行者の育成をはかり，権限の委譲分化も進めるべきである。

公務と私生活とは一線を画するのは勿論のことだが必要に応じて生活指導への配慮も行い，不祥事を

未然l乙防ぐよう気をつけなければならない。それには部下との日常の接触が最も重要であり，絶えずコ

ミュニケーションが必要である。

以上堅苦しい講演の外に「火野葦平の人と文学」や.r日本人文化における人間関係について」は前に

しるしたとおりだが前者についてはおもな作品の紹介とともに自殺前の心理状態のエピソードが話され

た。また後者については日本人の二重構造(たてまえと本音論)の問題を，講師のアメリカ滞在中のカ

ルチャーショックをうけた体験をまじえながら例をあげて話が進められたが我々の日常生活をふりかえ

ってみていちいちうなずくことばかりであった。

今度の研修の収護は，一つめに九州地区国立学校等の係長と知り合いになり顔つなぎができたこと，

二つめに相互の問題について情報交換ができた乙と，三つめには上下と横のコミュニケーションがし、か

に重要であるかを再確認した乙とであった。

最後になったが文部省を始め，当番校の福岡教育大学の関係者の皆さん並びに講師の諸先生方lζ対し

厚くお礼を申しあげるとともに今後は係長研修だけではなく，係員による担当者会議の輸を広げてもら

いたいことと，これらの必要経費を文部省にお願いしたい乙とである。(閲覧係長 新井裕丈)

コンテンツ・サービスの再聞について

図書館は教官l乙対する文献情報サービスの一環として. 1967年6月で中止になっていましたコンテン

ツ・サービスを再開する乙とになりました。雑誌係で再聞について検討し，去った 6月19日の図書館運

営委員会の議を経て 9月 1日以後の受入雑誌から次の条件で，サービスをする乙とになりましたので利

用なさる方は所定の申込書lとより雑誌係に申込んで、下さい。

1. 週 1回図書館で受入れた雑誌中希望する雑誌の目次を複写し配付する。

2. 各教官ごとに年間配付した枚数を集計，金額計算し，翌会計年度初めに学部宛予算移し替え要求す

る。(受益者負担 1枚15円)

3. 教官の退職，転任等により予算移し替え不能になった場合は，学科で負担するものとする。

コンテンツ・サービスの10月23日までの利用状況は洋が雑誌数が305種，利用者教は48人でその件数

は415件である。和は雑誌数が74種 利用者数は23人，その件数は78件である。

昭和52・53学年度学生館外貸出(一般図書)利用調査

今回も前年同様2ヶ年間の学生館外貸出状況を調査してみた。調査の対象は前回同様学部学生(5ヶ

年以上在籍した者は除く)で，院生を始め，研究生，聴講生及び特別専攻科生等は除外した。
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A)表では在籍者数に対する貸出者数と，非貸出者数の割合をだしてみた。学部によって差異はあ

るが平均すると両年度とも789ぢの学生が館外貸出をしており，昭和52年度はその前の年度にくらべ 4

%の貸出者増，冊数にして 1，5001冊の増加を示している。しかし昭和53年度は52年度より 219冊.0.6

%の貸出減となった。

B)学部別利用冊数別分布状況
(単位=人)

島村き O 1 -5 6 -10 11-15 16-20 21- 言十
休・退 在籍者 備考
学者

法 文
( 2'0 ) ( 29 ) (19 ) ( 11 ) ( 8 ) ( 13 ) ( 80 ) 

( 18) 
(100) 

241 348 219 134 97 156 954 1，195 

教 育
(17) ( 26 ) ( 18 ) ( 14 ) ( 11 ) (14 ) ( 83 ) 

( 24 ) 
c1 00) 

158 241 165 126 98 129 759 917 

理 工
( 24 ) ( 26 ) ( 17 ) ( 10 ) ( 6 ) ( 17) (76 ) 

( 38 ) 
c1 00) 

52 
270 282 186 109 71 192 840 1，110 

保 健
( 25 ) ( 27) ( 14 ) ( 9 ) ( 8 ) ( 17) ( 75 ) 

( 2 ) 
(100) 

62 69 36 23 19 42 189 251 

農 寸~与
( 31) (33 ) (19 ) ( 8 ) ( 4 ) ( 5 ) ( 69 ) 

( 9 ) c1 00) 
164 176 97 40 22 28 363 527 

計
( 22 ) ( 28) (17) ( 11 ) ( 8 ) (14 ) (78 ) 

( 91 ) 
(100) 

895 1，116 703 432 307 547 3，105 4，000 

法 文
( 21 ) ( 29 ) ( 20 ) ( 13 ) ( 7 ) (10 ) (79 ) 

( 53 ) 
(100) 

258 361 252 157 86 126 982 1，240 

教 育
( 17) ( 28 ) (21 ) ( 12 ) ( 8 ) (14 ) ( 83 ) 

( 53 ) 
(100) 

157 257 195 107 71 126 756 913 

理 工
( 23 ) ( 27 ) (19 ) ( 16 ) ( 7 ) (14 ) (77 ) 

( 85 ) 
(100) 

267 313 220 117 82 172 904 1，171 
53 

保 健
( 21) ( 26 ) (16 ) (13 ) ( 9 ) ( 15 ) (79 ) 

(10 ) 
(100) 

53 66 40 33 22 38 199 252 

農 学
(31 ) (32 ) (18 ) ( 9 ) ( 4 ) ( 6 ) ( 69 ) 

( 23 ) 
(100) 

161 166 94 48 22 30 360 521 

計
( 22 ) ( 28 ) ( 20 ) ( 11 ) ( 7 ) (12 ) ( 78 ) 

(224) 
(100) 

896 1，163 801 462 283 492 3，201 4，097 

( 22 ) ( 28 ) (19 ) ( 11 ) ( 7 ) ( 13 ) ( 78 ) (100) 
l仁ゴh、 計

1，791 2，279 1，504 894 590 1，039 6，306 (315) 8，097 

註 ()内はパーセント，但し休・退学者欄は人員。

この表は，学部別利用冊数別分布を表わしており.昭和52・53年度を平均すると 1冊も館外利用しな

かった学生が全体の22%もいる。しかし乙れは昭和51年度よりは減少している。ちなみに同年度は26%

であった。 1-5冊が289ぢ，ついで 6-10冊が19%. 11-15冊が119ぢ. 16-20冊 7%， 21冊以上13%の

順となっている。また乙の順序は前年度と殆ど同じ傾向を示しており，乙').2・3年は横ばい状態lとあ

る。
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C)年次別利用冊数別分布状況
(単位=人)

れよ竺 O 1 -5 6-10 11-15 16-20 21- 五十
休・退

在籍者 備 考
学者

( 20 ) (32 ) ( 19 ) ( 11 ) ( 7 ) (11) ( 80 ) 
(33 ) 

( 100 ) 
185 301 178 108 66 100 753 938 

2 
( 27) ( 24 ) (18 ) ( 9 ) ( 8 ) (14 ) ( 73 ) 

( 26 ) 
(100 ) 

289 258 194 97 81 145 775 1，064 

52 3 
( 20 ) ( 26 ) (16 ) ( 11) ( 9 ) (18 ) ( 80 ) 

(19 ) ( 100 
206 263 167 116 91 182 819 1，025 

4 
( 22 ) (30 ) (17 ) ( 12 ) ( 7 ) ( 12 ) (78 ) 

(13 ) 
(100 ) 

215 294 164 111 69 120 758 973 

計
( 22 ) ( 28 ) ( 17) ( 11 ) ( 8 ) ( 14 ) ( 78 ) 

( 91 ) 
( 100 ) 

895 1，116 703 432 307 547 3，105 4，000 

( 17) ( 34 ) (21 ) ( 11 ) ( 5 ) ( 12 ) ( 83 ) 
( 33 ) 

( 100 ) 
169 347 220 108 55 126 856 1，025 

2 
( 21 ) ( 28 ) ( 20 ) ( 13 ) ( 7 ) ( 11 ) (79 ) 

( 60 ) 
( 100 ) 

206 279 194 129 71 103 776 982 

3 
( 27) ( 20 ) ( 16 ) ( 12 ) ( 9 ) ( 16 ) (73 ) 

( 60 ) 
( 100 ) 

53 294 214 177 129 95 170 785 1，079 

4 (22t ( 32 ) ( 21 ) ( 10 ) ( 6 ) ( 9 ) ( 78 ) 
(71 ) 

( 100 ) 
323 210 96 62 93 784 1，011 

計
( 22 ) ( 28 ) ( 20 ) ( 11 ) ( 7 ) ( 12 ) ( 78 ) ( 100 ) 
896 1，163 801 462 283 492 3，201 (224 ) 4，097 

( 22 ) ( 28 ) ( 19 ) ( 11) ( 7 ) ( 13 ) (78 ) ( 100 ) 
メE弘3、 五十

1，791 2，279 1，504 894 590 1，039 6，306 ( 315) 8，097 

註()内はパーセント，但し休・退学者欄は人員。

C)表では年次別利用冊数別分布をだしてみた。前回同様両年度ともそれ程の差はなく，殆ど同じ比

率を示している。

利用冊数の分布をみると両年度とも年間 1-10冊以内が最も多く.それぞれ45~ぢ， 48.%と全体の半

分近くを示していることである。

D)学部別年度別非利用者推移
(単位=予約

品同竺 49 50 51 52 53 平 均 備 考

法 文 18 21 ( 277 ) ( 241 ) (258 ) ( 259 ) 
23 20 21 21 

教 育 13 18 ( 186 ) ( 158 ) ( 157 ) ( 167) 
19 17 17 17 

理 工 18 24 ( 340 ) ( 270 ) ( 267 ) ( 292 ) 
30 24 23 24 

保 健 25 28 (6276 ) ( 62 ) ( 53 ) ( 61 ) 
25 21 25 

農 学 19 33 ( 190 ) ( 164 ) ( 161 ) ( 172 ) 
35 31 31 30 

平 均 19 25 (22127 ) (17293 》 (1723 9) ( 1ヌ930) 

註:非利用者とは年間 1冊も館外貸出しなかった者をいう。また( )内は人員。
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D)表は昭和49学年度以降の各学部別非利用者推移である。表をみてわかるように51年度をピークに

現在は横ばい状態にある。また学部別では毎年の乙とながら教育の非利用者が最も少なく，農学が最高

の30%を示している。

E)学部別年度別最多利用者推移
(単位=%)

¥学¥¥部¥学¥年¥ー同苦 49 50 51 52 53 平 均 備考

法 文 10 11 L 1142 8j t I 1b3 6j L I1乙0b j L I141 3j 

教 育 18 13 〔11346) 〔11249) 〔11246) 〔13150j 

理 工 13 10 〔11437J (1197 2) L 1174 2) 〔11730 J 

保 健 7 11 (3195 ) (4127 ) (3185 ) (4103 ) 

農 学 10 4 t14 9j L25 8) Lδ6 tjJ 〔266j 

平 均 12 10 (1928)ー〔 11049) (9182 ) L1102 2) 

註:最多利用者とは便宜上21冊以上館外に貸出した者をいう。 また内は人員。

乙の表は年間21冊以上利用した学生の推移である。数字をみてわかるように農学部が最も少なく，教

育があし、かわらず最も多い。また人数では理工が一番多い。昭和53年度の年間最多利用者は文学科3年

生と海洋学科 1年生で，ともに86冊であった。また年間50冊以上利用した学生は化学 7， 教育 4，物理，

機械，保健がそれぞれ3 文学，社会，生物がそれぞれ2 史学，電気，建設，海洋，農化がそれぞれ

1人となっている。(閲覧係長新井俗丈)

近代日本名著解題 岡野他家夫著

有明書房 1966 

辞書解題辞典惣郷正明朝倉治

彦編東京堂出版 1977

近世著述目録集成森銑三中島

理寿編著勉誠社 1978

加越能マイクロ・フィルム資料解

説目録富山県立図書館編 1973

長野県人名鑑信濃毎日新聞社開

発局出版部編信濃毎日新聞社

1974 

中国組織別人名簿 1979年版 ラ

ジオプレス編 1978 

日本名数辞典朝倉治彦井門寛

森睦彦共編東京堂出版 1974 

中国労働運動史年表 1557-1949 

木村郁二郎編 1978 

教育史lζ関する文献目録並l乙解題

改訂版石川松太郎著宣文堂

新着参考図書

R025.1-045 

R027-So28 

R027.3~o45 

R029.2-To79 

R 281.52-N16 

R 282.03-C62 

R315-A85 

R366.6-Ki39 

R372ー176

書庖出版部 1974 

生物学資料集生物学資料集編集 R 460.88-S e 17 

委員会編東京大学出版会 1978

寄生虫卵図鑑鈴木了司著菊屋 R491.9-Su 96 

書房 1974 

食品科学便覧食品科学便覧編集 R498.55-Sh 96 

委員会編共立出版 1978 

資源エネルギ一年鑑 '79 通産資

料調査会編 1978 

仏和理工学辞典第 3版 日仏理

工科会編白水社 1973

鉱工業指数総覧 昭和50年基準

通商産業大臣官房調査統計部編

大蔵省印刷局 1978 昭和52年

版

土木・建築技術者のための最新基

礎設計，施工ハンドブック 基

礎設計，施工ハンドブック編集

委員会編建設産業調査会 1977

8-

R501.6-Sh29 

R 503-N71 

R 505.9-Ts91 

R513-D81 



大図説世界の建築編集主幹:

J.J.ノリッジ 日本語版編集制

作:一ツ橋美術センター 小学

館 1977

実務家のための最新建築構造ハン

ドブック 建築構造ハンドブッ

ク編集委員会編 建設産業調査

会 1978

鋼構造接合資料集成 日本鋼構造

協会接合小委員会編技報堂出

版 1977

自動化凶路技術データ集 杉田稔

著新技術開発センター 1974 

原子力ハンドブック 監修:浅田

忠一〔等〕オーム社 1976 

最新・電子デバイス事典馬場玄

式著 ラジオ技術社 1976

果汁・果実飲料事典朝倉書庖

1978 監修:日本果汁協会

資源用語辞典黒沢俊一編東洋

経済新報社 1978 

会計情報ハンドブック 大山政雄

図書館管理法文部省編改訂版

日本図書館協会 1978 

図書館小識 日本図書館協会編

日本図書館協会 1978 

士蓋嚢抄 1-7 古辞書叢刊刊行

会編古辞書叢刊刊行会 1978 

ニヒリズム梅原猛編筑摩書房

1976 

太ッ腹をつくる本棲木健吉著

ぱるす出版 1977 

薬師寺福山敏男久野健共著

東京大学出版会 1972 

妙法院史料 1-3 妙法院史研

究会編吉川弘文館 1976 

明治内乱鎮撫記重松一義著プ

レス東京 1973 

R520.8-N96 涌田宏昭編同文館出版 1974 

日本美術史年表源豊宗著増訂 R 702.103-Mi38 

R524-J55 

R524.6-N77 

R531.38-Su46 

R 533.9-G34 

R 549.033-BI2 

R 588.4-Ka 23 

R 602.9-Ku76 

R 679.036-095 

新着

. 013-Mo 31 

013-N77 

031.4-A25 

113.7-U66 

149.5-Sa 46 

185.l65-F 85 

210.08-My 

210.6-Sh 28 

版座右宝刊行会 1978

かな墨場辞典俳句編飯島春敬

編東京堂出版 1977

体育・スポーツ指導実務必携昭

和53年版ぎょうせい 1977 

国語学書目解題赤堀又次郎編著

勉誠社 1976 

続故事乙とわざ辞典鈴木栄三編

東京堂出版 1978 

中国名言辞典金岡l照光著東京

堂出版 1977 

比較文学辞典松田穣編東京堂

出版 1978 

宋詩鑑賞辞典前野直彬編東京

堂出版 1977 

シェイクスピア辞典 倉橋健編

東京堂出版 1972 

英米文学辞典鈴木幸夫編東京

堂出版 1978 

図 書

維新書簡集全日本新関連盟編

全日本新関連盟新聞時代社1977

神風速血涙史石原醜男著大和

学芸図書 1977 

市民革命の構造増補版高橋幸

八郎著御茶の水書房 1976 

山田顛義伝 日本大学編 日本大

学 1963

元師公爵山脈有朋坂本箕山著

至誠堂 1922 

ガンヂーは叫ぶ MK.ガンヂー著

福永換訳アルス 1930 

シーボJレト「日本」の研究と解説

講談社 1977 

武蔵野の四季豪華風景写真集

解説:山本健吉荒正人若杉

-9-

R 728.07 -127 

R 780-Ta22 

R 810.31-A28 

R 813.4-Su 96 

R823.4-Ka46 

R901.9-Ma74 

R 921.5-Ma 27 

R 930.28-Ku51 

R930.33-Su 96 

210.6-23 

210.624-174 

230.5-Ta 33 

289.1-Y19 

289.1-Y22 

289.2-GI9 

291.099-Sh 19 

291.36-Mu82 



慧毎日新聞社 1975

政治学入門 カールJ.フリィード

リヒ箸安世舟〔ほか〕訳学陽

書房 1977 

中津自由民権運動史岩田英一郎

著 1972

政治権力の史的分析吉岡昭彦編

著御茶の水書房 1975

桂公功罪史論 高橋鉄太郎著

フースヒ一社 1914 

国家学ヘルマン・へラー著安

世舟訳未来社 1971

日本近世法の研究 石尾芳久著

木鐸社 1975 

憲法講義上，下 巻 改 訂 版 小

林直樹著東京大学出版会 1978

日本憲政史大綱上，下巻尾佐

竹猛著宗高書房 1978

基礎憲法尾吹善人著東京法経

学院出版部 1978 

司法権の限界田中二郎著弘文

堂 1976

近藤完爾民事訴訟論考第 1-3

巻近藤完爾著判例タイムズ

社 1978

過失の推認中野貞一郎著弘文

堂 1978

不動産執行法の研究竹下守夫著

有斐閣 1977 

わが国裁判所の国際法判例 祖川

武夫小田滋編著有斐閣 1978

日本の経済予測l森一夫著 東洋

経済新報社 1976 

計量経済学序説 R. J.ウォナコット

T. H.ウ1ナコット共著 国府間

恒夫田中一盛共訳培風館

1977 

ケインズ全集第 1-3巻 J.M.

ケインズ著 東洋経済新報社

1977 

価値の理論 ジエラーJレ・ドブリュー著

311-F 47 

312.1-197 

312.3-Y92 

312.8-Ta33 

313.l-H51 

322.15-181 

323-K012 

323.2-074 

323.4-014 

327-Ta84 

327.2-K073 

327.2-N39 

327. g-Ta 65 

329-S027 

331.19-M045 

331.19-W 85 

331.39-Ke67 

331.52-D52 

丸山徹訳東洋経済新報社 1977

明治前期財政経済史料集成第 1

5巻大内兵衛土屋喬雄共

編原書房 1978-1979

明治南進史稿入江寅次著井田

書庖 1943 

人事管理論の基礎木元進一郎著

泉文堂 1977 

英国社会における伝統と変化上

下小川晃一著御茶の水害房

1973 

社会心理学原論パルイギン著

千葉良雄〔ほか〕訳明治図書出

版 1977

ヨーロッパの社会保障、法解説・

法文 健康保険組合連合会編

海外社会保障法制研究会訳東

洋経済新報社 1977 

現代労働問題の諸断面大阪市立

大学経済研究所編大阪市立大

学経済研究所 1976 

労働法論浅井清信著有斐閣

1963 

もっと労使は話合いを 峯村光郎

著 有 信 堂 1967

最近の生活時間と余暇 藤本武編

著労働科学研究所 1974 

マルクス主義教育学の構想ノ、ィ

ンツ・カルラス著 田中昭徳訳

明治図書 1975 5版

教育学原論 エフ・エフ・コロリ

ヨフ ヴェ・イエ・グムルマン

監修 ソビエト教育学研究会訳

明治図書 1975 

資料ソビエト教育学柴田義松

川|野辺敏編新読書社 1976 

民主主義と教育デューイ著玉

川l大学出版部 1976 

教育学と心理学 ピアジェ著竹

内良知吉田和夫訳明治図書

出版 1975 

ハ
U

332.105-Me25 

334.42-164 

335.95-Ki 37 

361.4ー 024

361.5-P25 

364.3-Ke 45 

366.021-073 

366.1-A83 

366.5-Mi42 

366.9-F62 

371-Ka68 

371-K079 

371-Sh18 

371.1-D67 

371.4-P 58 



児童における性格の起源へンリー・

ワロン著久保田正人訳明治

図書 1976 

子どもの思考の起源上，中，下

へンリー・ワロン著 明治図書

1971-1977 

学童の成長と発達 lレネ・ザゾ著

久保田正人塚野州ー訳明治

図書出版 1974 

現代ドイツの教育 天野正治著

学事出版 1978 

ドイツ教育史 E. シュプランガー

著長尾十三二監訳明治図書

1977 

学校経営の革新 ロパート・ G.

オーエンズ，カール・ R.シュ

タインホフ著岸本幸次郎監訳

明治図書出版 1977 

授業の分析上，下 エリ・ヴ‘ェ・

ザンコフ著矢川徳光訳明治

図書 1974 

教師のための算数ダトンベト

リー アダムス共著佐藤俊太

郎訳明治図書出版 1974 

幼児教育の思想金沢勝夫下山

田裕彦著川島書庖 1974 

東京大学の百年 1877一1977I東

京大学の百年」編集委員会編

東京大学出版会 1977 

祭りの情念三隅治雄著

房 1977

三一書

現代文化人類学のエッセンス 蒲

生正男編ぺりかん社 1978

民族学研究 1-7 日本民族学

会編国書刊行会 1977-1978 

数理統計学 1. 2 E.クライツィクー

著近藤次郎出居茂共訳培

風館 1976-1977 

理工系のための統計的推論多賀

保志著山海堂 1978

流れの熱の工学 1.2 森康夫

371.45-W36 

371.45-W36 

371.45-Z1 

372.34-A43 

372.34-Sp 7 

374-093 

375-Z1 

375.4-D99 

376.1-Ka48 

377.21-To 46 

385.2-Mi55 

389-G18 

389.05-Mi 47 

418.8-Kr4 

418.8-Ta 17 

423.8-M045 

土方邦夫著共立出版 1976-

1977 

現代生物学図説荒木忠雄〔ほか〕

著培風館 1978

生物工学梅谷陽二著共立出版

1977 

集団の生物学入門 E. O. ウィ

ルソン w. H.ボサート共著

厳俊一石和貞男共訳培風館

1977 

生物の実験法石田寿老佐藤重

平共編裳華房 1978 17版

水産無背椎動物学 椎野秀雄著

培風館 1977 

蛙学市川衛著裳華房 1978

第 8版

近代医学の史的基盤上，下川

喜田愛郎著岩波書庖 1977 

医学と法律の間松倉豊治著判

例タイムズ社 1977 

応用力学演習問題解析法西村敏

雄著理工図書 1977

基礎工学におけるマトリックス有

限要素法 O. C.ツィエンキー

ヴィッツ著古識雅夫山田嘉

昭監訳培風館 1978 第 5刷

X線材料強度学基礎編実験法

編日本材料学会編養覧堂 1977

土木計画学講習会テキスト 第11

回 土木学会土木計画学研究委

員会編土木学界 1978

地盤の力学吉見吉昭橋場友則

著彰国社 1976

最近の基礎工法総合土木研究所

編総合土木研究所 1974 執

筆者:鈴木俊男〔ほか〕

廃棄物の処理，再利用 廃棄物の

処理，再利用編集委員会編産

業技術調査会 1977 

手づくりの遊び場 ポール，ホー
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究高田美一著北沢図書 1974

国宝，原色版 1 -12. 付録毎

日新聞社 1976 

透視画法の眼横山正著相模書

房 1977

演奏家的演奏論畑中良輔著白

水社 1975 

ルネサンスとバロックの音楽 F.

ブルーメ著和田旦佐藤巌共

訳白水社 1976

遠い声遠い響大久保喬樹著白

水社 1978 

シュ ベルト音楽的肖像ーア

ノレフレート・アインシュタイン
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1977 

平安女流文学の文章の研究根来

司著笠間書院 1976

文章構成法森岡健二著至文堂

1978 

英語発達史 バーナード・グルーム

著岡本庄三郎訳綜芸舎 1978

フランス語文法機能探究 ジャン

B.ベレ著人文社 1977

平安朝文学の諸問題 平安朝文学

研究会編笠間書院 1977

太宰治の精神分析北垣隆一著

北沢図書出版 1974 

文芸作品研究法安良岡康作著

笠間書院 1977 

和泉式部日記論孜 森田謙吉著

笠間書院 1977 

夢の水国中国怪奇短編小説尾

上柴舟著堀書庖 1972 
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Annual report of the Librar- 016.153-AN 1. Mostofsky. c1978. 

ian of Congress. 1977. Advances in cyclic nucleotide 499-AD 

Bibliographical services through- 025 -BE research， vol. 2-8， ed. by 

out the world， 1970ー74，by Paul Greengard and G. 

Marcelle Beaudiquez. c1977. Alan Robison. c1972-c1977. 

L'島volutioncrらatrice，by H. 135.7-BE Coastal & deep oc巴andredging， 517-HE 

Bergson. cent quarante- by John B. Herbich. c1975. 

deuxi色meedition. c1969. Aquacultural engineering， by 517-WH 

Thinking ahead; Unesco and 141.5-UN Fredrick W. Wheaton. c1977. 

the challenges of today and Air Pollution; phytotoxicity of 519.55-GU 

tomorrow， by Unesco. 1977. acidic gases and its signifi-

The Economic theory of modern 331.39-MO cance in air pollution cont-

society， by Michio Morishima， rol， by Robert Guderian. 

tr. by D.W. Anthony. c1976. c1977. 

The Bolshevik revolution 1917- 363.3-CA Analysis of flow in pipe networks， 534.6-JE 

1923， vol. 1-3， by Edward by Roland W. Jeppson. c1976. 

H. Car・I・.c1950-c1953. Dangerous properties of indus- 570.7-SA 

Academic freedom; in the age 377-HO trial materials， by Newton 1. 

of the college， by Richard Sax. 4th ed. c1975. 

Hofstadter. c1955. Digital computation for chemical 571-LA 

Annual review of earth and plan- 448-AN engineers， by Leon Lapidus. 

。tarysciences， vol. 1-4， ed. c1962. 

by Fred A. Donath. c1973- Coupling of land and water sys- 611.2一HA

c1976. tems， ed. by Arthur D. Hasler. 

Biochemical and biophysical 452.16-BI c1975. 

perspectives in marine bi- Arid Zone irrigation， ed. by B. 614.3-YA 

ology， vol. 1-3， ed. by D.C. Yaron， E. Danfors and Y. 

Malins and J.R. Sargent. Vaadia. c1973. 

c1974-c1976. Ecophysiology of tropical crops， 615.3-AL 

Biology and geology of coral 452.16-JO ed. by Paulo de T. Alvim 

Reefs， vol. 1-4， ed. by O. and T. T. Kozlowski. c1977. 

A. Jones and R. Endean. Epidemics of plant diseases; 615.6-KR 

c1973-c1977. mathematical analysis and 

Biochemical effects of environ- 464-LE modeling， ed: by Jurgen 

mental pollutants， ed. by Kranz. c1974. 

S.D. Lee. c1977. Analysis of temperate forest eco- 652-RE 

Aspects of sponge biology， ed. 483.2一HA systems， ed. by David E. 

by Frederick W. Harrison Reichle， c1973. 

and Ronald R. Cowden. c1976. Strategic marketing; a business 675-RO 

The Behavior of fish and other 487.5-MO response to consumerism， by 

aquatic animals， ed. by David Andrew Robertson. c1978. 
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The Edinburgh course in ap- 801-AL 

plied linguistics， vol. 1-2， ed. 

by J. P. B. Allen and S. Pit 

Corder. c1973-c1975. 

The Context of foreign language 807-JA 

図書館事情

〔館長更迭〕

teaching.. by Leon A. Jakobovits 

and Barbara Gordon. c1974. 

Arnold; poetical works， ed. by 938-AR 

C. B. Tinker and H.F. Lowry. 

1969. 

具志幸昌教授は附属図書館長としての2年の任期が9月30日に満了しました。 10月 1日に幸地成憲教

授(憲法，労働法)が附属図書館長となり，任期は56年 9月30日までであります。

〔第 122回図書館運営委員会要録〕

日時:昭和54年 6月19日(火)13: 10-15: 00 

場所:会議室(プレハブ2階)

審議事項:

(1)工学部新営にともなう分室に設置する備付け図書の選定について

(2) 移転時における分室設置の制限について

(3) 図書館の建設について

(4) コンテンツ・サービスの提供について

報告事項:

(1)文部省配当外国収書リストの提出について

(2) 標準書誌記号 ISSN附与について

(3) 昭和55年度沖縄関係資料の概算要求について

〔図書館研修会〕

藤井和夫氏(東京大学附属図書館事務部長)を招鴨して研修会を開催し，有意義な講義で参加者lと

多くの感銘を与えた。

参加者:沖縄県大学図書館協議会員42名

日時:昭和54年 7月5日(木)10: 00-12 : 00 

場 所:琉球大学法文ビノレ 108教室

講義題:大学図書館の新しい役割

(講義内容)

(1)大学の使命と大学図書館の役割

(2) 大学図書館の法令上の位置附け

(3) 大学図書館の発達の歴史の中での戦後区分

(4) 大学図書館司職制度の現状と問題点

〔感謝状贈呈式〕

(5) 大学図書館と新しい学術情報施策

(6) 図書館サービスの改善促進のための施策

(7) 各種大学図書館関係資料について

7月10日伏) 2時から 3時まで保健学部図書室で具志幸目館長，照屋寛善教授等関係者列席の下に，

学長代理杉浦正輝保健学部長より医師南風原千里氏へ記念品と感謝状が贈られた。乙れは南風原千里

氏の亡父南風原朝保博士所蔵の貴重な資料「沖縄医学界雑誌J，r台湾医学雑誌J，r台湾住民の生命表」

等 800冊が保健学部図書室に寄贈された乙とに対して贈られました。

琉球大学附属図書舘報“びぶりお"第12巻 第 2号〔通巻第44号〕

昭和54年11月10日 発行人平良恵仁沖縄県那覇市当蔵町3丁目 1番地

電話 34-0101 (内線338) 
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